
第８７９回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２８年４月１４日（木）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８７７回，第８７８回教育委員会会議録の承認について

４ 第８７９回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 教育長報告

（１）損害賠償請求調停事件に係る調停成立について （総務課・高校教育課）

（２）職員の人事について （教 職 員 課）

（３）「県下公立学校は学校教育法などの関係法令等を遵守して学校経営するこ （特別支援教育室）

とを求める請願」への対応について

（４）「宮城県立中学校社会科（歴史的分野）教科書採択に関する公開質問状」 （高 校 教 育 課）

への対応について

６ 議 事

第１号議案 宮城県産業教育審議会専門委員の人事について （高 校 教 育 課）

第２号議案 宮城県社会教育委員の人事について （生 涯 学 習 課）

７ 課長報告等

（１）平成２９年度宮城県・仙台市公立学校教員採用候補者選考の実施について （教 職 員 課）

（２）中１保護者向け資料「充実した中学校生活に向けて」について （義 務 教 育 課）

（３）平成２８年度宮城県公立高等学校入学者選抜に係る結果について （高 校 教 育 課）

（４）気仙沼高等学校のスーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）指定について （高 校 教 育 課）

（５）交通遺児等教育手当支給要領の改正について （スポーツ健康課）

（６）平成２７年度宮城県小・中・高等学校体力運動能力調査結果について （スポーツ健康課）

８ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧 （総 務 課）

（２）みやぎの志教育 みやぎの先人集「未来への架け橋」授業実践事例紹介 （義 務 教 育 課）

（３）平成２８年３月高等学校卒業者の就職内定状況について （高 校 教 育 課）

（４）宮城県図書館「第４７回子どもの本展示会」 （生 涯 学 習 課）

（５）東北歴史博物館企画展「大白隠展」 （文化財保護課）

（６）宮城県文化財地図 （文化財保護課）

９ 次回教育委員会の開催日程について

１０ 閉 会 宣 言
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平成２９年度宮城県・仙台市公立学校教員採用候補者選考の実施について 

 

１ 日程等について 

  ※ 今年度実施分については，県・市共同。来年度実施分から県・市別に実施。 

（１）受付期間     ４月２２日（金）～５月１９日（木） ２８日間 

（２）第１次選考    ７月２３日（土），２４日（日） 

            筆記試験会場：仙台一高，仙台二華中・高，仙台三桜高，県工業・第二                     

                   工業高，東京海洋大学 

            実技試験会場：仙台市立荒町小，長町南小，旭丘小，富沢小，仙台二高 

（３）第２次選考    ９月１６日（金）・１７日（土）または 

            ９月１９日（月）・２０日（火） 

            会場：宮城県総合教育センター，仙台市教育センター 

（４）第１次選考発表  ８月２９日（月）午前１０時 

   第２次選考発表 １０月２７日（木）午前１０時 

 

２ 選考要項における昨年度からの変更点について 

（１）第１次選考の筆記試験会場を仙台第三高等学校から仙台第一高等学校に変更。 

   ・地下鉄東西線の開業等を踏まえアクセスの良さを考慮。 

（２）原則として「電子申請」での出願 

・要項の「Ⅲ出願方法・提出書類 １出願方法」の説明中の「書面による申請も可とする」

という表現を，「電子申請が困難な場合は，教職員課へ問い合わせを行う」に変更。 

・インターネット環境等により，やむを得ない事情の場合に限り，書面による申請を認め

るものとし，その場合，従来通り郵送（簡易書留）でのみ提出を求め，出願締切日の消

印有効とする。 

（３）第１次，第２次選考における非常時対策 

・選考要項に緊急の場合の連絡方法を明記。 

（昨年度は受験者に配布する「受験上の注意」にのみ記載。） 

 

３ 採用者数の見込みについて 

平成２９年度選考は，５４０名程度の採用数を予定している。 

（内訳：小学校 280名程度，中学校 160名程度，高校 85名程度，養護教諭 15名程度， 

    栄養教諭若干名） 

（参考）平成２８年度選考は，５６５名程度の採用予定と表記。 

課長報告（１） 
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１　総　括

平成２８年度 平成２７年度

  中学校卒業予定者数 (平成27年5月1日現在) 21,723 21,756

  募    集    定    員 (a)　 14,760 14,920

196 154

募集人数 　 4,842 4,828

出願者数 8,346 7,968

出願倍率 1.72 1.65

欠席者数 34 31

受験者数 8,309 7,927

受験倍率 1.72 1.64

合格者数 (c)　 4,619 4,627 141 (2) 163 (0)

募集人数 106 142

出願者数 63 95

合格者数 　　　　　　　 (d) 53 92

募集人数 9,892 10,047

出願者数 12,259 12,228

出願倍率 1.24 1.22

特例措置出願 0 1

欠席者数 145 190

受験者数 12,114 12,039

受験倍率 1.22 1.20

合格者数 (e) 　 9,187 9,243

募集人数 710 809

出願者数 216 243

受験者数 213 243

合格者数 (f)　 200 212

　　全　合　格　者　数 (b＋c＋d＋ｅ＋f）　 14,255 14,328

　　充　足　率  (%) ((b＋c＋d＋ｅ＋f)/a *100)　 96.6 96.0

平成２８年度 平成２７年度

募集定員 450 450

募集人数 450 450

出願者数 116 102

受験者数 115 102

合格者数 115 102

93

11

30

平成２８年度 平成２７年度

471 558

47.1 55.8

入
学
者
選
抜

50 50

385 398

9月受付 31

9月実施 30

9月実施

通　信　制　課　程　（ 一　期 ） 通　信　制　課　程　（ 二　期 ）

第
二
次
募
集

613 535

110 112

104 109

84

290 329

0.34 0.39

246 302

後
期
選
抜

859 837

294 340

0.34 0.41

0 0

4

198 223

0.64 0.72

連
携
型
選
抜

　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　↑
　　　（注） （　　）内数字は，社会人特別
　　　　　 選抜合格者数で内数

　併設型中学校から併設型高等学校への入学　(b)

前
期
選
抜

308 308

204 230

0.66 0.75

6 7

平成２８年度 平成２７年度

－ －

1,000 1,000

平成２８年度宮城県公立高等学校入学者選抜に係る結果について

全　日　制　課　程 定　時　制　課　程

課長報告（３）
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２　学科別出願者数・合格者数等
(1) 全日制課程

中高一貫教育 第二次募集

出願者数 合格者数 合格率 出願者数 合格者数 合格率 進学者数 合格者数

1 普    通 9,400 5,049 2,650 52.5 8,433 6,184 73.3 241 91 9,166

2 農　  業 720 497 256 51.5 518 402 77.6 － 9 667

3 工　  業 1,560 1,065 594 55.8 1,249 922 73.8 － 7 1,523

4 商　　業 1,200 646 428 66.3 844 644 76.3 8 46 1,126

5 水    産 240 127 96 75.6 137 116 84.7 － 11 223

6 体    育 120 177 84 47.5 66 37 56.1 － － 121

7 英    語 80 54 28 51.9 88 52 59.1 － － 80

8 家    庭 120 92 42 45.7 84 73 86.9 － － 115

9 看    護 40 15 12 80.0 45 28 62.2 － － 40

10 理    数 200 113 78 69.0 143 122 85.3 － － 200

11 美    術 40 58 20 34.5 20 20 100.0 － － 40

12 総　　合 960 400 300 75.0 592 551 93.1 － 31 882

13 福　　祉 40 20 15 75.0 18 16 88.9 － 3 34

14 災害科学 40 33 16 48.5 22 20 90.9 － 2 38

計 14,760 8,346 4,619 55.3 12,259 9,187 74.9 249 200 14,255

※　中高一貫教育進学者数は，連携型選抜合格者数と併設型中学校から併設型高校への進学者数を合わせたもの

(2) 定時制課程

前期選抜 中高一貫教育 第二次募集

出願者数 合格者数 合格率 出願者数 合格者数 合格率 進学者数 合格者数

1 普  通 760 187 127 67.9 268 227 84.7 － 72 426

2 工  業 240 17 14 82.4 26 19 73.1 － 12 45

計 1,000 204 141 69.1 294 246 83.7 － 84 471

３　地区別出願者数・合格者数等（全日制課程）
中高一貫教育 第二次募集

出願者数 合格者数 合格率 出願者数 合格者数 合格率 進学者数 合格者数

1 刈田・柴田 1,280 684 428 62.6 907 779 85.9 － 37 1,244

2 伊　　　具 280 89 70 78.7 167 162 97.0 － 13 245

1,560 773 498 64.4 1,074 941 87.6 － 50 1,489

3 亘理・名取 1,000 558 301 53.9 944 686 72.7 － 9 996

4 仙  台  南 2,400 1,624 712 43.8 2,392 1,583 66.2 102 2 2,399

3,400 2,182 1,013 46.4 3,336 2,269 68.0 102 11 3,395

5 仙  台  北 2,920 1,760 904 51.4 3,067 2,017 65.8 － － 2,921

6 塩      釜 1,160 752 361 48.0 1,198 796 66.4 － 2 1,159

7 黒      川 520 183 174 95.1 445 342 76.9 － － 516

4,600 2,695 1,439 53.4 4,710 3,155 67.0 － 2 4,596

8 大      崎 1,280 641 378 59.0 780 668 85.6 94 37 1,177

9 遠      田 440 257 147 57.2 276 226 81.9 － 28 401

10 登      米 600 367 194 52.9 434 370 85.3 － 9 573

11 栗      原 560 275 191 69.5 293 274 93.5 － 30 495

2,880 1,540 910 59.1 1,783 1,538 86.3 94 104 2,646

12 石      巻 1,640 908 578 63.7 950 906 95.4 － 25 1,509

13 本      吉 680 248 181 73.0 406 378 93.1 53 8 620

2,320 1,156 759 65.7 1,356 1,284 94.7 53 33 2,129

14,760 8,346 4,619 55.3 12,259 9,187 74.9 249 200 14,255

地　区

学  科

前期選抜

前期選抜

北部地区

全合格者数

中部南地区

南部地区

 総        計

後期選抜

後期選抜

募集定員 全合格者数

東部地区

中部北地区

全合格者数募集定員

後期選抜
学  科 募集定員
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４　学力検査の結果

（１）前期選抜

教科別得点・総点の平均及び最高等

（満点は各教科とも100点）

項目/教科等 国   語 数　学 英　語 総　点

平   均 59.7 47.7 55.6 162.9

最   高 94 100 100 284

最   低 0 0 0 4

前年度平均 69.7 52.0 65.2 186.9

平   均 35.4 14.9 17.4 67.3

最   高 82 58 61 177

最   低 2 0 1 10

前年度平均 42.0 16.2 25.9 84.1

（２）後期選抜

教科別得点・総点の平均及び最高等

（満点は各教科とも100点）

項目/教科等 国   語 数　学 社   会 英　語 理   科 総　点

平   均 65.4 44.4 61.1 61.6 50.5 283.0

最   高 98 98 99 100 97 464

最   低 3 0 0 1 0 21

前年度平均 60.0 54.5 65.1 68.7 59.2 307.6

平   均 35.4 11.4 29.3 20.0 22.4 118.5

最   高 79 50 70 88 57 316

最   低 0 0 6 0 0 32

前年度平均 30.8 15.3 33.7 28.9 28.8 137.5

５　東日本大震災に係る対応

合計

3,353

第二次募集

( 15.8 % )

2,976

( 13.2 % )

全
日
制

定
時
制

後期選抜

全
日
制

定
時
制

( 17.0 % ) ( 14.9 % )

( 13.8 % )

入学者選抜手数料の免除申請者数（下段は出願者数に対する割合）

平成２８年度入試

68
平成２７年度入試

1,286 1,647 43

(  20.3 % )

前期選抜・
連携型選抜

1,8721,413

( 14.9 % ) ( 13.1 % )
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課長報告（４）

気仙沼高等学校のスーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）指定について

１ 事業概要
(1) 事業目的：急速にグローバル化が加速する現状を踏まえ，社会課題に対する関心と深い

教養，コミュニケーション能力，問題解決力等の国際的素養を身に付け，もっ

て，将来，国際的に活躍できるグローバル・リーダーを育成する。

(2) 指定期間：５年間（平成２６年度から始まった文部科学省による委託事業）

(3) 支援金額：平成２６年度 15,000千円／年，平成２７年度以降 10,000千円／年

(4) 指定校数：
指定年度 全国の指定校数

平成２６年度 ５６校（国立 ４校，公立２３校，私立１８校）
平成２７年度 ５６校（国立 ７校，公立３１校，私立１８校）
平成２８年度 １１校（国立 １校，公立 ８校，私立 ２校）

計 １２３校（国立１２校，公立７３校，私立３８校）

(5) 本県のこれまでの指定状況： ２校（県立１校，私立１校）

○ 仙台二華中学校・高等学校（Ｈ２６年度指定）

『北上川，メコン川をフィールドとした世界の水問題解決への取組』

○ 仙台白百合学園中学・高等学校（Ｈ２７年度指定）

２ 【新規指定校】気仙沼高等学校の取組の構想
○ 気仙沼高等学校（平成２８年度指定）

『海を素材とするグローバルリテラシー育成

～東日本大震災を乗り越える人材をめざして～』
(1) 目的：海洋問題に係る協働型学習を中心とするプログラムによりグローバルリテラシー

を育み，地域から世界に直接アクセスし，対話によって合意を形成し行動できるグ

ローバルリーダーを育成する。

(2) 概要：水産業の拠点，東日本大震災の被災地，「森は海の恋人」運動等の気仙沼地域の特

徴と，地域の伝統校として有する人の繋がりを生かしながら，学校の学習活動を，

課題解決型学習に転換し，地域と世界に共通する課題としての海洋問題に多面的に

アプローチする協働型の探究的な学習プログラムを実施する。また，大震災やその

以降の経験を素材として，特に多様性，協働性，行動力を養成する学習プログラム

に取り組み，日本や世界の動きを見据えたグローバルな観点から未来の社会像を創

造し，その実現に向けて協働的に行動できる，スケールの大きな復興の担い手の育

成を図る。

(3) 具体的な取組 ：

○ グローバル課題「海洋問題」について，「海と防災」，「海と産業」，「海と人間」，「海と

文化」，「三陸の自然」の五領域から，地域の課題に対して，グローバルな思考によって

課題解決を目指す課題研究

○ 大震災の経験を素材とした，特別講義，ワークショップ，台湾研修における防災比較

研究，アクティブラーニング型防災学習等の震災・防災学習

○ 地域社会や世界規模で価値の高い生き方，自己を活かす生き方を探究する進路学習を

通して，自己理解，職業理解，学問研究を通した進路設計力を養う志教育

○ 問題解決型学習指導法やパフォーマンス評価法等の研究を継続的・発展的に繰り返し

ていく，らせん型研修システムの構築
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防

災
」
「

海
と
産

業
」
「

海
と

人
間
」

「
海
の

文
化
」

「
三
陸

の
自
然

」

１
学
年
「
地
域
社
会
研
究
」

・
科

学
的

探
究

の
手

法
の

習
得

・
地

域
課

題
の

理
解

２
学
年
「
課
題
研
究
Ⅰ
」

・
科

学
的

探
究

活
動

・
海

外
研

修
（

台
湾

研
修

）
・

和
文

で
の

論
文

作
成

３
学
年
「
課
題
研
究
Ⅱ
」

・
課

題
研

究
Ⅰ

を
深
化

･
発

展
・

科
学

的
探

究
活

動
を

深
化

･
発

展
・

英
語

で
の

口
頭

発
表

，
論

文
作

成

○
大
震
災
の
経
験
を
素
材
と
し
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
復
興
の
担
い

手
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
震
災
･
防
災
学
習
･
･
･
自
衛
隊
と
連
携
し
た
ｱ
ｸ
ﾃ
ｨ
ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
型
防
災

学
習
，
震
災
防
災
の
研
究
成
果
の
発
信

・
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
学
習
･
･
･
地
域
の
自
治
体
･
復
興
支
援
N
P
O
等
と
の
連
携

・
志
教
育
･
･
･
社
会
の
中
で
，
自
己
を
活
か
す
生
き
方
を
探
究
す
る

進
路
学
習

○
学
習
指
導
法
･
評
価
法
等
の
研
究
・
開
発
・
実
践

・
ら
せ
ん
型
教
員
研
修
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
法
や
問
題
解
決
型
学
習

法
，
学
習
の
習
慣
化
指
導
の
研
究

○
「
本
物
」
と
接
す
る
活
動
で
生
徒
の
意
欲
を
喚
起
し
感
性

を
磨
く
手
法

・
最
先
端
研
究
者
に
よ
る
特
別
講
義
，
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
「
本
物
」
と
の
出
会
い
を
実
現

・
海
外
研
修
（
台
湾
研
修
）
や
国
内
外
交
流
活
動

【
海
外
交
流
・
短
期
留
学
】

台
湾

，
米

国
ホ

ー
レ

ス
マ

ン
ス

ク
ー

ル

ド
イ

ツ
な
ど

在
日

留
学
生

と
の
交

流

目
的

海
洋
問
題
に
係

る
協
働
型
学
習
を
中
心
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
み
，
地
域
か
ら

世
界
に
直
接
ア

ク
セ
ス
し
，
対
話
に
よ
っ
て
合
意
を
形
成
し
行
動
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

ダ
イ

レ
ク

ト
ラ

ー
ニ

ン
グ

･
ア

プ
ロ

ー
チ

教
員
専
門
性
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ

○
目

標
資

質
･
能

力
を

細
分

化
･
構

造
化

し
て

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

で
養

成
す

る
手

法

・
活
動
ご
と
･
学
年
ご
と
に
指
導
観
点
･
評
価
基
準
を
明
確
化

し
，
指
導
と
評
価
を
一
体
化

・
英
語
教
育
の
推
進
（
英
語
コ
ン
テ
ス
ト
と
G
T
E
C
全
員
受
検

の
活
用
）

海
と
生

き
る

大
震

災
の
経

験
を
活

か
し
て
社

会
に
貢

献
し

行
動

力
豊

か
に
未
来

に
生

き
る
人

材

海
で
つ

な
が
る

異
文

化
を
理
解

し
他

者
と
協

働
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力

豊
か
な
人

材

海
を
活
か
す

世
界
の
中
で
地
域

を
活

か
す

思
考

力
豊
か
な
人

材

思 考 力

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力

多 様 性 ・ 協 働 性 ・ 行 動 力グ
ロ
ー
バ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
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交通遺児等教育手当支給要領の改正について 

 

１ 改正の概要 

交通事故又は海難事故により，父母が死亡した児童生徒（小学生・中学生）の養育者に

対して支給している交通遺児等教育手当について，交通遺児等が複数いる場合の支給額を

変更するもの。 

 

 （１）改正前  

  ・  交通遺児等が１人の場合は月額３，０００円，２人以上の場合は１人増える毎に 

月額１，０００円を加算。 

  

 （２）改正後 

  ・  交通遺児等１人につき月額３，０００円を支給する。 

 

２ 平成２８年度当初予算額 

  

 
金   額 備   考 

月 額 分 支 給 総 額 ２，０５２，０００円 ・ ５７名×３千円×１２月 

一 時 金 支 給 総 額 未  定    

・ 寄附金額に応じて決定（※） 

（参考） 

平成２７年度寄附実績 １２件 

  １，８４５，１６９円 

※ 交通遺児等教育手当への寄附金額が，年間支給予定額を上回った場合，「上回った金額を交通遺

児等の数で除して得た金額」を，一時金として支給する。 

 

 

課長報告（５） 
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平成２７年度宮城県小・中・高等学校体力・運動能力調査結果について 
 

１ 調査対象 宮城県内公立小・中・高等学校（全日制課程のみ）全学年男女児童生徒 

２ 調査時期 平成２７年５月～１０月中旬 

３ 調査方法 文部科学省「新体力テスト実施要項」に基づき９種目の測定データを収集 

 

 

 ①握力（筋力） ②上体起こし（筋力・筋持久力） ③長座体前屈（柔軟性） ④反復横とび（敏捷性） 

 ⑤２０ｍシャトルラン・⑥持久走（全身持久力） ⑦５０ｍ走（走能力/スピード） 

 ⑧立ち幅とび（跳能力/瞬発力） ⑨ソフトボール・ハンドボール投げ（投能力/巧緻性，瞬発力） 

  ※ 中高校生は２０ｍシャトルラン，持久走のどちらかを選択して実施する。 

  ※ ソフトボール投げは小学生，ハンドボール投げは中高校生で実施する。 

 

４ 調査結果の概要〔別冊「平成２７年度宮城県小・中・高等学校体力・運動能力調査報告書」参照〕 

（１）校種別の平成２７年度と平成２６年度（前年度）の結果比較から【報告書 P1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表の記号について】 

・＋は明らかに向上した測定項目である。 

 ・－は明らかに低下した測定項目である。 

 ・空欄は，有意な差はみられない測定項目である。 

校 種 低下種目の割合 維持種目の割合 向上種目の割合  

小学校 
28.1％ 

（１１．５％） 

47.9％ 

（６５．６％） 

24.0％ 

（２２．９％） 

・向上種目の割合よりも低下種目の割合が高くなっている。 

・握力，反復横とびは低下している学年が多い。 

・長座体前屈，５０ｍ走は向上している学年が多い。 

中学校 
22.2％ 

（１４．８％） 

53.7％ 

（４８．２％） 

24.1％ 

（３７．０％） 

・低下種目の割合よりも向上種目の割合が高くなっている。 

・ボール投げは男女で低下している学年が多い。 

・反復横とびは向上している学年が多い。 

高等学校 
9.3％ 

（１６．７％） 

48.1％ 

（５０．０％） 

42.6％ 

（ ３３．３％） 

・低下種目の割合よりも向上種目の割合が高くなっている。 

・ボール投げは低下している学年が見られる。 

・反復横とびは全学年男女で向上している。 

【測定種目】 

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
区　　　　　分

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20m シャトルラン 持久走 5 0m 走 立ち幅とび ﾎﾞｰﾙ投げ

小 学 校

1 ー ＋ ＋ ー

3 ー ＋
＋ ＋ ー

5 ー ー

ー ー
2 ー

ー ＋ ー
ー＋ ＋ ーー ＋

＋ ー
4 ー

ー ＋ ＋ ＋
ー

＋ ー
＋ ー＋ ＋ ー ー

ー
6 ー ー ＋

ー
＋ ＋ ＋

＋

ー＋ ＋ ＋
ー＋

ー ー
ー ＋＋ ＋

3 ＋ ＋ ＋
ー ー＋ ー2 ー
＋ ー ー

高 等 学 校

1 ＋ ー
ー ー ＋

中 学 校

1 ＋

2 ＋ ＋
＋ ＋

＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＋ ー ー
3 ＋ ＋ ＋

＋ ー ＋
ー＋ ＋ ＋＋ ＋

課長報告（６） 
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（２）中長期的結果比較から【報告書 P8～】 

   ① 中期経年変化（平成 18 年度～平成 27 年度 小 5・中 2・高２男女）結果比較から 

     小学校において，男女とも握力とボール投げは継続的に低下傾向を示している。また，

長座体前屈は男女とも向上傾向が見られる。 

     中学校において，小学校同様に，握力とボール投げが継続的に低下傾向を示している。 

    上体起こし，反復横とび，５０ｍ走は男女とも向上傾向が見られる。 

     高等学校においては，男子で握力，長座体前屈で低下傾向が見られるが，上体起こし，

反復横とび，５０ｍ走は男女とも向上が見られる。  

 

② 長期経年変化（昭和３９年度～平成２７年度 小 5・中 2・高 2 男女５０ｍ走）の結果から 

昭和６３年度をピークに平成１２年度まで低下していたが，それ以降は低下に歯止めが

かかり，向上傾向も窺わせたものの，平成２１年度以降再び低下傾向を示した。平成２４

年以降は，その低下傾向に歯止めがかかりつつある。中・高等学校については向上傾向を

示している。 

 

５ 課題と取組の方向性【報告書 P10～】 

（１） 課題 

①  小学生に運動習慣を身に付けさせる取組が求められる。 

・ 一週間の総運動時間が全国平均より短い。 

・ 一週間の総運動時間が６０分未満の児童の割合が全国よりも高い。 

②  学校の組織的な取組がより一層望まれる。 

・ 「体力運動能力向上に係る取組」をした学校の割合が全国の割合よりも低い。 

・ 「生活習慣改善に係る取組」をした学校の割合が全国の割合よりも低い。 

③  被災地においては，今後も工夫した取組が必要である。 

・ 被災地においては，未だに運動環境が整わない学校が多数ある。 

・ 児童生徒の運動量を確保するため，独自の取組を行っている学校においては成果を上

げている。 

 

（２） 取組の方向性 

① 児童生徒の「体力・運動能力向上」のため，「正しい生活習慣」と「運動習慣」の確立に取

り組む。 

・ 「運動習慣」の確立のため，児童生徒が「運動が好き」になるような各種取組を進める。 

・ 「正しい生活習慣」の確立のため，学校と家庭が連携を図り，児童生徒が規則正しい生

活を送れるよう支援する。 

  ② 学校における取組と家庭における取組を明確にしつつ，連携を深める。 

  ・ 学校においては，「体育の授業」及び「健康教育」の充実を図るとともに，「教員の資

質向上」を図る。 

  ・ 家庭においては，児童生徒の「規則正しい生活」及び「食事の充実」に心がけるとと

もに，「休日の親子遊び」を促進する。 

③ 体力・運動能力向上のため，「肥満」や「むし歯」といった健康課題についても併せて取り

組む。 

・ 学校の教育活動全体を通じて，子どもたちが自分の身体に関心を持たせ，食事・睡眠・

運動の大切さを理解させる。 

・ 体力カードや健康保健調査票等により，学校と家庭が児童の健康状況についての情報交

換を行うなど連携を図る。 
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- 
1 

-
 

教
育
庁
関
連
情
報
一
覧

（
平
成
２
８
年
３
月
１
５
日
～
平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
）

 
 

        

１
 

      

○
『
み
や
ぎ
総
文

2
01
7
・
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催

5
00

日
前
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
』
を
開
催

 

み
や
ぎ
総
文

20
17

及
び
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
開
催
に
つ
い
て
広
く
県
民
へ
周
知
す
る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

 

を
行
い
，
多
く
の
人
達
に
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
を
見
て
も
ら
う
と
と
も
に
，
創
造
の
短
冊
づ
く
り
に

 

参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
 

【
概

 
要
】
 

日
 
時
 
平
成
２
８
年
３
月
１
９
日
（
土
）
 

 
 
 
 
①
作

品
展

示
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
 
 

②
ス
テ
ー
ジ
発
表
：
午
前
１
１
時
か
ら
午
後
３
時
 

場
 
所
 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取

 

 
 
内
 
容
 
①
作
品
展
示
 
 
 
絵
画
：
宮
城
野
高
等
学
校
，
仙
台
二
華
高
等
学
校
，
東
北
生
活
文
化
大
学
高
等
学
校
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写
真
：
白
石
高
等
学
校
，
白
石
工
業
高
等
学
校
，
名
取
北
高
等
学
校
 

書
道
：
名
取
高
等
学
校
，
名
取
北
高
等
学
校
 

 
 
 
 
 
 
②
ス
テ
ー
ジ
発
表
 
大
河
原
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
団
，
塩
釜
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
部
 

古
川
黎
明
中
学
校
・
高
等
学
校
吟
詠
剣
詩
舞
愛
好
会
，
仙
台
西
高
等
学
校
合
唱
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
：
全
国
高
校
総
体
推
進
室
，
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
進
室
）
 

      

２
 

       

○
多
賀
城
高
等
学
校
災
害
科
学
科
が
開
設

 

 
 
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
と
と
も
に
，
今
後
国
内
外
で
発
生
す
る
災
害

 

 
か
ら
１
人
で
も
多
く
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
，
平
成
２
８
年
４
月

 

 
か
ら
多
賀
城
高
等
学
校
に
災
害
科
学
科
が
新
設
さ
れ
，
そ
の
開
設
式
を
開
催
し
た
。

 

 
 

 
【
概
 
要
】
 

 
 
日
 
時
 
平
成
２
８
年
４
月
８
日
（
金
）
 
午
後
２
時
５
０
分
か
ら
 

 
 
式
 
場
 
多
賀
城
高
等
学
校
 
体
育
館
 

 
 
生
徒
数
 
１
学
年
（
普
通
科
）
２
４
１
名
，（

災
害
科
学
科
）
３
８
名
，
 
合
計
２
７
９
名
 
 

 
 
内
 
容
 
○
記
念
講
話
 

 
 
 
 
 
 
 
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
 
所
長
 
今
村
 
文
彦
氏
 

 
 
 
 
 
 
○
生
徒
代
表
の
誓
い
の
言
葉
 

 
 
そ
の
他
 
防
災
系
学
科
と
し
て
は
，
兵
庫
県
の
舞
子
高
等
学
校
環
境
防
災
科
に
次
い
で
全
国
で
は
２
例
目
，
県
内
で
は
 

 
 
 
 
 
 
初
め
て
の
設
置
と
な
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
高
校
教
育
課
）

 

資
料
配
付
（
１
）
 



- 
2 

-
 

 

       

３
 

     

○
宮
城
県
立
支
援
学
校
女
川
高
等
学
園
が
開
校

 

 
 
小
牛
田
高
等
学
園
，
岩
沼
高
等
学
園
に
続
き
，
高
等
部
の
支
援
学
校
と
し
て
３
校
目
と
な
る

 

 
女
川
高
等
学
園
が
平
成
２
８
年
４
月
に
開
校
し
，
そ
の
開
校
式
・
入
学
式
を
開
催
し
た
。

 

 
 

 
【
概
 
要
】
 

 
 
日
 
時
 
平
成
２
８
年
４
月
１
１
日
（
月
）

 
午
後
１
時
３
０
分
か
ら
 

 
 
式
 
場
 
宮
城
県
立
支
援
学
校
女
川
高
等
学
園
 
体
育
館
 

 
 
学
 
科
 
産
業
技
術
科
 

 
 
生
徒
数
 
第
１
学
年
 
２
６
名
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （
校
章
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
特
別
支
援
教
育
室
）

 

      

４
 

○
宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園
川
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校

 

 
 
県
内
で
は
初
と
な
る
高
等
学
校
（
柴
田
農
林
高
等
学
校
川
崎
校
）
を
活
用
し
た
，
特
別
支
援
学
校
の

 

分
校
と
し
て
宮
城
県
立
岩
沼
高
等
学
園
川
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
を
平
成
２
８
年
４
月
に
設
置
し
，
そ
の
開
校

 

式
を
開
催
し
た
。
 

 
 

 
【
概
 
要
】
 

 
 
日
 
時
 
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）

 
午
前
１
０
時
か
ら
 

 
 
式
 
場
 
柴
田
農
林
高
等
学
校
川
崎
校

 
体
育
館
 

 
 
生
徒
数
 
第
１
学
年
 
４
名

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
特
別
支
援
教
育
室
）
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５
 

   

○
『
み
や
ぎ
高
校
生
春
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
開
催

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
し
，
仙
台
市
交
通
局
，
宮
城
交
通
等
の
協
力
の
も
と
，
高
校
生
が
駅
や
車
内
に
お
い
て

 

乗
車
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

 

 【
概

 
要
】
 

日
 
程
 
平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
（
水
）
～
４
月
１
４
日
（
木
），

５
月
９
日
（
月
）
～
６
月
１
０
日
（
金
）
 

場
 
所
 
①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
 

４
月
１
３
日
（
水
）
７
：
３
０
～
７
：
４
０
 Ｊ

Ｒ
仙
台
駅
構
内
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
前
 

②
呼
び
か
け
運
動
（
乗
降
客
へ
の
呼
び
か
け
（
高
校
生
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
構
内
放
送
を
含
む
）
と
 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
）
 

４
月
１
３
日
（
水
）
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
構
内
，
西
口
バ
ス
プ
ー
ル

 

４
月
１
４
日
（
木
）
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
構
内
，
西
口
バ
ス
プ
ー
ル
 

５
月
９
日
（
月
）
～
６
月
１
０
日
（
金
）
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
を
除
く
仙
塩
・
県
南
地
区
の
Ｊ
Ｒ
１
４
駅
 

 
 
参
加
校
 
県
内
公
私
立
高
等
学
校

 
２
９
校
（
予
定
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  （
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

 



H27.3月末 H27.9月末H27.10月末H27.11月末H27.12月末H28.１月末 H28.2月末 H28.3月末 前年同月
増減

(当月－前年
同月）

98.9% 44.0% 67.6% 84.1% 91.0% 93.8% 97.1% 99.0% 98.9% 0.1%

99.3% 46.9% 69.7% 85.3% 92.2% 94.6% 97.7% 99.3% 99.3% 0.0%

98.3% 40.3% 64.8% 82.4% 89.4% 92.7% 96.4% 98.6% 98.3% 0.3%

97.5% － 73.4% － 90.0% － － － － －

内訳

卒業者 19,917 19,839 19,827 19,808 19,790 19,779 19,774 19,753 19,917 -164

進学希望者 14,900 14,628 14,689 14,761 14,790 14,767 14,728 14,706 14,900 -194

臨時的仕事希望者 243 52 82 91 111 149 179 192 243 -51

進路未定者 44 107 98 90 65 57 50 48 44 4

就職希望者 4,730 5,052 4,958 4,866 4,824 4,806 4,817 4,807 4,730 77

県内 3,845 4,247 4,103 3,986 3,942 3,919 3,915 3,900 3,845 55

県外 885 805 855 880 882 887 902 907 885 22

職安・学校紹介 4,098 4,198 4,224 4,227 4,227 4,221 4,217 4,209 4,098 111

縁故・自営 265 167 178 192 193 204 226 235 265 -30

公務員 367 687 556 447 404 381 374 363 367 -4

就職内定者 4,677 2,223 3,350 4,091 4,389 4,509 4,679 4,760 4,677 83

県内 3,798 1,712 2,629 3,281 3,538 3,641 3,784 3,854 3,798 56

県外 879 511 721 810 851 868 895 906 879 27

職安・学校紹介 4,066 2,176 3,216 3,710 3,932 4,014 4,126 4,178 4,066 112

縁故・自営 245 46 82 116 136 166 210 232 245 -13

公務員 366 1 52 265 321 329 343 350 366 -16

就職未内定者 53 2,829 1,608 775 435 297 138 47 53 -6

71 4,153 1,074 695 330 177 168 70 71 -1

【概況】　※（　）内は前年同月
① 就職内定率 ： 　　　     ９９．０％（98.9%）

② 進路希望の割合状況： 進　学  　 ７４．４％（74.8%）　 就職　　２４．３％（23.7%）

② 割合状況 ： 臨時的仕事   １．０％（ 1.2%）　 未定　 　 ０．２％（ 0.2%）

③ 就職希望者の割合　 ： 県　内   　８１．２％（81.3%） 県外　  １８．８％（18.7%）

④ 県内外の内定率　　　： 県　内　   ９８．８％（98.8%)　 県外　　９９．９％（99.3%）

⑤ 内定者の割合　　　　 ： 県　内　   ８１．０％（81.2%）　 県外　　１９．０％（18.8%）

⑥ 学科別内定率　　　   

⑦地域別内定状況

⑧

平成２８年３月高等学校卒業者の就職内定状況（３月末現在）について

全国平均

内
訳

内
訳

内定率

月間受験者数

男子

女子

学科別内定率 普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 その他 総合学科

平成27年度 98.4% 99.7% 99.8% 99.7% 98.6% 99.1% 90.9% 98.8%

平成26年度 98.5% 100.0% 99.4% 98.8% 100.0% 95.1% 100.0% 99.0%

地域別内定率 仙台 大和 石巻 塩釜 古川 大河原 白石 築館 迫 気仙沼

平成27年度 98.7% 100.0% 98.9% 96.9% 99.7% 98.8% 100.0% 99.0% 100.0% 100.0%

平成26年度 98.6% 95.0% 98.1% 99.6% 99.5% 98.8% 99.6% 100.0% 99.6% 99.6%

宮城労働局発表　県内求人倍率（2月末現在）（職安学校紹介のみ，ただし支援学校・通信制含む）

２２年３月卒 ２３年３月卒 ２４年３月卒 ２５年３月卒 ２６年３月卒 ２７年３月卒 ２８年３月卒
県内求人数 4,279 4,107 5,393 6,978 7,965 9,394 9,769
県内求職者数 3,540 3,520 3,076 3,519 3,544 3,462 3,497
求人倍率 1.21 1.17 1.75 1.98 2.25 2.71 2.79

資料配付（３）
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